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○
第

五四三二 一そ三（
行

条四第トヘホニハロイて号にの条個
政

住第道条国一旅岐行形顔Ａ総で供次他人
機

民一路に民項券指及手の歩状発虹の顔）細務あすにの法識
関

基項交規年第法紋びの態行及声彩部のを胞省っる掲符第別
の

本第通定金一（又端ひ様のびのの位骨構か令てたげ号二符
保

台一法す法号昭は点ら際そ際表の格成らで、めるは条号
有

帳号（る（の和掌に又ののの面位及す採定特に身、第）
改す

法の昭基昭旅二紋よは姿変声の置びる取め定変体次三
る

（免和礎和券十っ手勢化帯起及皮塩さるの換のに項
個

昭許三年三の六ての及の伏び膚基れ基個し特掲の
人

和証十金十番年定甲び振に形ののた準人た徴げ政
正情

四の五番四号法ま若両動よ状色配デにを文のる令 報
十番年号年律るし腕、りに並列オ適識字いもで の
二号法法第そくの声形よびキ合別、ずの定 保
年律律二のは動門成っにシすす番れとめ

案護
法第第百静指作のさて目リるる号かする に
律百百六脈の、開れ定、ボもに、をる文 関
第五四十の皮歩閉るま鼻核の足記電。字 す
八号十七形下幅並線る、酸り号子、 る
十）一号状のそび状容口（るそ計番 法
一第号）静のにの貌そ別もの算号 律
号九）第脈他声模の名の他機、 施
）十第六のの道様他Ｄとのの記 行
第三十条分歩ののＮし符用号 令

（
〔 平
新 成
設 十
〕 五

年
政
令
第

現
五
百
四
十
八
号
）

（（
行傍第

線一
部条
分関
は係
改）
正
部
分
）
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第
三 二一はげ四（八 七六

りの結他わすこ）犯る条要文ハロイ、る）の七
心心健果のれる本とそ身罪事配字そ条法）番も次第利行条
身身康検た者人。の体の項法慮、の第介律高第国号のに二用政第
のの診査疾（に他障経の第個番他三護第齢九民、と掲条等手十
状変断（病次対の害歴い二人号前項保八者条健記なげ第に続三
態化等同の号し総、にず条情、各の険十の第康号るる五関に号
のをの号予にて務知該れ第報記号被法号医二保そよ証項すおに
改理結に防お医省的当か四）号に保（）療項険のう明にるけ規
善由果お及い師令障すを項そ準険平第のの法他に書規法る定
のとにいびてそで害る内ののず者成五確被（の記に定律特す
たし基て早「の定、も容政他る証九十保保昭符載そす（定る
めてづ「期医他め精のと令のも年四に険和号さのる平の住
の、き健発師医る神をすで符の法条関者三れ発個成個民
指本、康見等療心障除る定号と律第す証十た行人二人票
導人又診の」に身害く記めし第三る三総を番十をコ
又には断たと関の（。述るて百項法年務受号五識ー
は対疾等めい連機発）等記総二の律法省け年別ド
診し病」のうす能達と（述務十被（律令る法す
療て、と健。るの障す本等省三保昭第で者律る
若医負い康）職障害る人は令号険和百定ご第た
し師傷う診に務害を。の、で）者五九めと二め
く等そ。断よにが含病次定第証十十るに十の
はにの）そり従あむ歴にめ十七二文異七番
調よ他のの行事る。又掲る二年号字な号号

〔
新
設
〕
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第第第第 第
（九ル（八（七（六（す情をっれ五（ 五四
個条）法条法条個条法る報容てに条行のて三がえ剤
人第第人第たの易整含政保、条本行、本が
情（十（十（情（五め集に理ま法機護調第人わ勾人行
報略条略条略報略条の合検すれ第関事査一をれ留をわ
フ）第）第）フ）のも物索るる二非件、項少た、被れ
ァ二二ァ政のですこ行条識に観に年こ公疑た
イ項項イ令をあると政第別関護規法と訴者こ
ル第第ルで有っこに機十加すの定（。の又と
簿十九の定すてとよ関項工る措す昭提は。
の号号保める、がり非第情手置る和起被
作のの有るも目で特識二報続、少二そ告
成政政等者の次き定別号フが審年十の人
及令令に）と、るの加のァ行判又三他と
びでで関 す索よ行工政イわ、は年のし
公定定す る引う政情令ルれ保そ法刑て
表めめる 。そに機報で）た護の律事、
）るる事 の体関を定こ処疑第事逮

個数前 他系非一めと分い百件捕
人）通 検的識定る。その六に、
情 知 索に別のものあ十関捜
報 ） を構加規の他る八す索
フ 容成工則はの者号る、
ァ 易し情に、少と）手差
イ にた報従こ年し第続押

第第第第
（六ル（五（四（三（ 〔
個条）法条法条個条法 新
人第第人第 設
情（十（十（情（五 〕
報略条略条略報略条
フ）第）第）フ）の
ァ二二ァ政
イ項項イ令
ル第第ルで
簿十九の定
の号号保め
作のの有る
成政政等者
及令令に）
びでで関
公定定す
表めめる
）るる事

個数前
人）通
情 知
報 ）
フ
ァ
イ
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３ ２第 第 第第
子定に方ては並十（る個項ァ報十イ（二一掲十（十
情第めつ法は、び前三開も人のイフ二ル法、い同げ一法条
報一るいを閲文に項条示の情規ルァ条）第そて法項法る条第
処項方てい覧書第第請と報定でイ十の、第第第事十（
理第法はい又又二一（求すフに、ル法一旨次二二二項法一略
組二を法、はは十号略書るァよそは第条条条号条と第条）
織号い第電写図条、）の。イるの、十第に第に第す十第
」及う二磁し画第第記ル公利法一二規六係六る一一
とび。十的のに一十載の表用第条項定項る項。条項
は第四記交記号五事利に目二第第す第個第第の
、十条録付録に条項用係的条二三る一人一一政
行五第にのさお第）目る及第項号個号情号項令
政条一記方れい一 的法び六第の人に報にので
機第項録法てて項 及第記項三政情係フ係政定
関一のさとい「第 び二録第号令報るァる令め
の項規れしる開一 記条範二のでフ個イ個でる
使第定てて保示号 録第囲号政定ァ人ル人定事
用四にい行有の及 範六がに令めイ情の情め項
に号よる政個実び 囲項法係でるル報別報る）
係にり保機人施第 の第第る定個がフフ事
るお行有関情の二 範一十個め人あァァ項
電い政個が報方項 囲号一人る情るイイは
子て機人定に法第 内に条情個報とルル、
計「関情めつ」一 で係第報人フきに又次
算電が報るいと号 ある一フ情ァはつはに

３ ２第 第 第第
子定に方ては並十（も人のイフ九イ（二一げ八（七
情第めつ法は、び前条開の情規ルァ条ル法、い同る条法条
報一るいを閲文に項示と報定でイ）第そて法項法事第
処項方てい覧書第第（請すフに、ル法十の、第第第項法十（
理第法はい又又十一略求るァよそは第一旨次二二二と第一略
組二を法、はは七号）書。イるの、十条条条号条す十条）
織号い第電写図条、のル公利法一第に第に第る一第
」及う二磁し画第第記の表用第条二規四係四。条一
とび。十的のに一十載利に目二第項定項る項第項
は第四記交記号二事用係的条二第す第個第一の
、十条録付録に条項目る及第項三る一人一項政
行二第にのさお第）的法び四第号個号情号の令
政条一記方れい一 及第記項三の人に報に政で
機第項録法てて項 び二録第号政情係フ係令定
関一のさとい「第 記条範二の令報るァるでめ
の項規れしる開一 録第囲号政でフ個イ個定る
使第定てて保示号 範四がに令定ァ人ル人め事
用四にい行有の及 囲項法係でめイ情の情る項
に号よる政個実び の第第る定るル報別報事）
係にり保機人施第 範一十個め個がフフ項
るお行有関情の二 囲号一人る人あァァは
電い政個が報方項 内に条情個情るイイ、
子て機人定に法第 で係第報人報とルル次
計「関情めつ」一 ある一フ情フきに又に
算電が報るいと号 る個項ァ報ァはつは掲

- 4 -



２ 第
（～二 一なげ職六十（線開機
法５政開、こたの十者、令カ利行記名いる員条四開で示（
第機示又前と書他一等日第ー用政載及開。書。の条示接を入
十（関請は号を類法号の本三ド等手さび示類第規請続受出
八略の求提に確で律）出国百、に続れ住請の二定開求しけ力
条）長を出掲認あ又第入と十出関にて所求い十に示にたる装
第がすすげすっは七国の九入すおい又書ず六よ請お電者置
一適るるるるてこ条管平号国るけるはにれ条り求け子のを
項当者こ書に、れ第理和）管法る運居記かを委をる情使含
のとがと類足当に一に条第理律特転所載を除任す本報用む
政認本がをり該基項関約十及第定免とさ提きをる人処に。
令め人でやる開づにすに九び二の許同れ示、受者確理係以
でるできむも示く規る基条難条個証一てし以けは認組る下
定書あなをの請命定特づの民第人、のい、下た、手織電こ
め類るい得求令す例き三認七を健氏る又同職行続を子の
るこ場なをのる法日に定項識康名開はじ員政等い計項
事と合いす規特（本規法に別保及示提。が機）う算に
項をに理る定別平の定（規す険び請出）あ関。機お
）確あ由者に永成国す昭定るの住求しにるのとい

認っにがよ住三籍る和すた被所をな対と長をて
すてよ本り者年を在二るめ保又すけしき（電同
るはり人交証法離留十個の険はるれ、は法気じ
た、提で付明律脱カ六人番者居者ば次、第通。
め当示あさ書第しー年番号証所のなに当四信）
行該しるれそ七たド政号の、が氏ら掲該十回と

２ 第
（～二 一なげ職六十（線開機
法５ り該基項関約十及第利行記名いる員条一開で示（
第 （る開づにすに九び二用政載及開。書。の条示接を入
十（同も示く規る基条難条等手さび示類第規請続受出
八略上の請命定特づの民第に続れ住請の二定開求しけ力
条））求令す例き三認七関にて所求い十に示にたる装
第 をのる法日に定項すおい又書ず一よ請お電者置
一 す規特（本規法にるけるはにれ条り求け子のを
項 る定別平の定（規法る運居記かを委をる情使含
の 者に永成国す昭定律特転所載を除任す本報用む
政 がよ住三籍る和す（定免とさ提きをる人処に。
令 本り者年を在二る平の許同れ示、受者確理係以
で 人交証法離留十個成個証一てし以けは認組る下
定 で付明律脱カ六人二人、のい、下た、手織電こ
め あさ書第しー年番十を健氏る又同職行続を子の
る るれそ七たド政号五識康名開はじ員政等い計項
事 こたの十者、令カ年別保及示提。が機）う算に
項 と書他一等日第ー法す険び請出）あ関。機お
） を類法号の本三ド律るの住求しにるのとい

確で律）出国百、第た被所をな対と長をて
認あ又第入と十出二め保又すけしき（電同
すっは七国の九入十の険はるれ、は法気じ
るてこ条管平号国七番者居者ば次、第通。
に、れ第理和）管号号証所のなに当四信）
足当に一に条第理）の、が氏ら掲該十回と
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２第第第 第 ２第
第十（十（十（に、当項十（二 一場るさ十
十第九開八法七法侵開該の六第にの報事所有合事れ開五
八十条示条第条第害示第規条三掲前旨の務に個開の項て示条
条五の二二し請三定者げ号及開所お人示区はい請
第条（実（十（十な求者に行にるにび示にけ情請分、る求（
一第略施略三略三いにによ政対事掲前をおる報求に前場書略
項二）の）条）条よ係関り機す項げ項実け開の書応項合に）
の項方第第うるす、関るる各施る示開にじのに第
規第法二一に保る同の通場号す開に示記、規お十
定一等項項留有情条長知合にる示つを載当定け三
に号ののの意個報第はに以掲このい実さ該にる条
よに申政政し人の一、当外げと実て施れ各か法第
る掲出令令な情内項法たのるが施はすた号か第一
通げ）ででけ報容に第っ場事でを、る開にわ十項
知る 定定れのを規二て合項き希開こ示定ら八各
が場 めめば本通定十の る望示とのめず条号
あ合 るるな人知す三注そ場す請が実る、第に
っに 事事らのする条意の合る求で施事次一掲
た該 項項な権る第第）旨に日書きの項の項げ
場当 ））い利に三一及限ににる方と各のる
合す 。利当者項びる保記場法す号政事
にる 益たに又前。有載合にるに令項
お旨 をっ対は項）個さ（よ。掲でが
いの 不てし第各人れ事るげ定記
て法 当は、二号そ情た務保るめ載

２第第第 第 ２第
第十（十（十（意個報項十（二 一合事れ十
十第六開五法四法し人のの三第 の項て開二
八十条示条第条第な情内規条三（ （区はい示条
条二の二二け報容定者同 同分、る請
第条（実（十（十れのをに行に上 上に前場求（
一第略施略三略三ば本通よ政対） ）応項合書略
項二）の）条）条な人知り機す じのにに）
の項方第第らのす、関る 、規お第
規第法二一な権る第の通 当定け十
定一等項項い利に三長知 該にる条
に号ののの。利当者はに 各か法第
よに申政政益たに、当 号か第一
る掲出令令をっ対法た にわ十項
通げ）でで不てし第っ 定ら八各
知る 定定当は、二て めず条号
が場 めめに、当十の る、第に
あ合 るる侵開該三注 事次一掲
っに 事事害示第条意 項の項げ
た該 項項し請三第） と各のる
場当 ））な求者一 す号政事
合す いにに項 るに令項
にる よ係関又 。掲でが
お旨 うるすは げ定記
いの に保る第 るめ載
て法 留有情二 場るさ
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第 ３２第第
二（三 二 一印二（二（要、、
十写めるに所付に ロイる手紙手（十開十法し法第
二しる第場お在を掲行行つ職場数次を数略一示条第な第十
条の方一合い地現げ政政い員そ特合料に貼料）条請二い二三
送法項（てを金る機機てでの許をを掲っは求（十。十条

（付に第次、当でも関関収あ長庁除納げて、（に略四四第
略のよ二号手該すの又の入るがく付る納次略係）条条一
）求り号に数行るをは長印部法。す行付に）る第第項
め手に掲料政こ除そが紙局第）る政し掲手三三各
）数掲げを機とくの官に又四場機なげ数項項号

料げる当関が。部報よは十合関ける料ののに
をる場該の可）局にる機六（又れ場）政規掲
納場合事長能の若よこ関条第はば合 令定げ
付合に務がで事しりとでの三部なを でにる
すに該所官あ務く公があ規号局ら除 定よ事
るお当に報る所は示適っ定に若なき める項
場いすおに旨に機し当てに掲しい、 る申を
合てるいよ及お関たで、よげく。開 事出変
、場てりびい（もな手るるは示 項は更
総合現公当て前のい数委場機請 ）、し
務を金示該手号も料任合関求 すな
省除でし事数イののをにに書 るい
令く納た務料及と納受該おに こと
で。付場所のびし付け当い収 とき
定）す合の納ロてにたすて入 をは

第 ３２第第
十（三 二 一印十（十（し法、
九写 紙手（八手七法な第第
条し（ （ （を数略条数条第い二十
の同 同 同は料）料二。十条

（送上 上 上っは（）（十四第
略付） ） ）て、略略四条一
）の 納次））条第項
求 付に 第三各
め し掲 三項号
） なげ 項のに

ける の規掲
れ場 政定げ
ば合 令にる
なを でよ事
ら除 定る項
なき め申を
い、 る出変
。開 事は更
示 項、し
請 ）すな
求 るい
書 こと
に とき
収 をは
入 要、
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２ 第 第
三二一で保三二一、法政二二保（え利るの定二に（

イ用一の定有法イ次律機十項有法る用の場は十係訂
ル法す号保法法めす第意ル法法に第関四のす第も停は合、三る正
の第る又有第第るる四見の第第掲四の条政る四の止、に訂条規請
記四理はす四四事情十書記四四げ十保令情十と請訂お正定求
録十由第る十十項報四を録十十る二有法で報四す求正い請第の等
項四二情四四はの条提項四四事号す第定の条るに請て求十準に
目条号報条条、公の出目条条項）る四め公の。つ求、及四用関
ののののの次開八すののと第情十る開八いに同び条）す
五規公八五にに第る五五す十報四事に第てつ条利（る
第定開第第掲関一場第第る三の条項関一はい第用第開
一のに一一げす項合一一。条公の）す項「て三停四示
項適関項項るるにの項項第開八るに第は項止項請
の用すにの事法お提のの一に第法お三「中請及求
提のるお提項律い出提提項関一律い十第「求びに
案区法い案と第て先案案のす項第て六二第に第お
に分律てのす十準及にの政るに十準条十十つ五け
係及第準年る三用び係年令法お三用第七二い項る
るび十用月。条す提る月で律い条す二条条てを本
個当三す日第る出個日定（て第る項第第準除人
人該条る二行期人め平準一行」二二用く確
情規第行項政限情る成用項政と項項す。認
報定二政の機報事十す及機読」」る）手
フを項機政関フ項一るび関みとと。の続
ァ適第関令のァは年行第の替、あこ規等

第
〔 る用の場は二に（
新 も停は合、十係訂
設 の止、に訂条る正
〕 と請訂お正規請

す求正い請第定求
るに請て求十の等
。つ求、及一準に
いに同び条用関
てつ条利（）す
はい第用第る
「て三停四開
第は項止項示
三「中請及請
十第「求び求
六二第に第に
条十十つ五お
第七二い項け
二条条てをる
項第第準除本
」二二用く人
と項項す。確
読」」る）認
みとと。の手
替、あこ規続
え利るの定等
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３ ２ 第
ば員と 二一応識ば三二 一るし二（四
な会い前一関いよ約にじ別な法対ま機条はの額な十行
ら規う二万非て法りをよ次、加ら第し行で行会第第保法のけ五政意
な則。項二識準第納締り号そ工な四て政ご政を一二有第合れ条機見
いで）の千別用四付結当にれ情い十支機と機与項項す四計ば関書
。定は手六加す十しす該掲ぞ報手四払関に関えにのる十額な法非を
め、数百工る四なる行げれの数条う非三非る規規情四をら第識提
る次料円情場条け者政る当利料の額識千識場定定報条加な四別出
書に（報合のれが機者該用の十（別九別合すにのの算い十加す
面掲以のを九ば法関以各に額三当加百加にるよ公八し手四工る
にげ下利含（な第非外号関は第該工五工限第り開第た数条情場
収るこ用む法ら四識のにす、二委情十情る三意に一額料の報合
入場のに。第な十別者定る次項託報円報。者見関項との十のの
印合項関）四い四加め契ののをのの）一書すにす額三利提
紙をにすの十手条工法る約各規す作作人のるおるは第用出
を除おる規四数の情第額を号定る成成に提法い。、一に先
貼きい契定条料十報四と締にに場のにつ出律て二項係及
っ、て約にのの三の十す結掲よ合委要きの第準万のるび
て個単をよ十額第利四るすげりに託す二機十用千規手提
納人に締り二と一用条。るる納限をる百会三す円定数出
付情「結当第同項にの者行付る受時十を条るにに料期
し報手し該二一の関九の政し。け間円与第行次よ）限
な保数た行項の規すの区機な）た一（え一政にり
け護料者政に額定る規分関け者時当る項機掲納
れ委」機おに契定に非れに間該同又関げ付

〔
新
設
〕
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第
）くしのに条若律若タ閣所四）二（ 二 一
第はく審関第し第しー官掌章は十権付人四報法 ロイ場手
十第は議す一く八く長房に第、六限す情十処律行行つ職合数次
八五第会る項は十は、副係四法条又る報四理第政政い員そ特を料に
条十五等会若部九人内長る節第は場保条組三手機てでの許除を掲
第六十若議しの号事閣官もを二行事合護の織条続関収あ長庁く納げ
一条五しのく長）政広補の除章政務委十を第等の入るが。付る
項（条く長は、第策報若をくか機の員二使一に長印部法）す行
に宮のは、第同十統官し、。ら関委会第用項おが紙局第る政
お内施そ同二法七括、く内）第の任規一しのけ官に又四場機
い庁設の法項第条官内は閣に四長）則項て規る報よは十合関
て法等事第の十若、閣内総定章（での法定情にる機六（又
準（機務三職七し内情閣務めの第定提第に報よこ関条次は
用昭関局十、条く閣報サ官る二六め案四よ通りとでの号部
す和のの七同第は府官イ、権ま条るを十り信公があ規に局
る二長長条法一第設若バ国限でに方す四同の示適っ定掲若
場十、、若第項五置しー家又（規法る条項技し当てにげし
合二同同し十若十法くセ安は法定に場のに術たで、よるく
を年法法く八し三（はキ全事第すよ合五規のもな手る場は
含法第第は条く条平内ュ保務十るりに第定利のい数委合機
む律四三第のはの成閣リ障の条者手お一す用も料任に関
。第十十五重第官十人テ局う及を数い項るにののを該に
）七条九十要六房一事ィ長ちび除料て又電関と納受当お
の十若条四政十、年局セ、そ法くを、は子すし付けすい
特号し若条策二局法長ン内の第。納個第情るてにたるて

第
十第は議す一く八く長房に第）二（
八五第会る項は十は、副係四は十権
条十五等会若部九人内長る節、一限
第六十若議しの号事閣官もを法条又
一条五しのく長）政広補の除第は
項（条く長は、第策報若をく二行事
に宮のは、第同十統官し、。章政務
お内施そ同二法七括、く内）か機の
い庁設の法項第条官内は閣にら関委
て法等事第の十若、閣内総定第の任
準（機務三職七し内情閣務め四長）
用昭関局十、条く閣報サ官る章（
す和のの七同第は府官イ、権ま第
る二長長条法一第設若バ国限で三
場十、、若第項五置しー家又（条
合二同同し十若十法くセ安は法に
を年法法く八し三（はキ全事第規
含法第第は条く条平内ュ保務十定
む律四三第のはの成閣リ障の条す
。第十十五重第官十人テ局う及る
）七条九十要六房一事ィ長ちび者
の十若条四政十、年局セ、そ法を
特号し若条策二局法長ン内の第除
別）くしのに条若律若タ閣所四く
の第はく審関第し第しー官掌章。
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３ ２
に三第、律の条こくはの条しく（は若、、官若府い三別

（委十一同第う及警とはそ施のくは昭同し同宮房し設て条の
略任条項条百ちび察が同の設審は部和法く法内、く置準若機
）す第若第六そ法庁で法事等議部の二第は第庁局は法用し関
る一し二十の第長き第務機会の長十十そ十法、部第すく若
こ項く項二所四官る二局関等長、三七の四第部の五るはし
と若はの号掌章は。十のの若、同年条事条三若長十場第く
がし第部）に第、条長長し同条法の務第条し、二合五は
でく二、第係四法第、、く条の律地局一のく同条を十そ
きは十同十る節第一同同はの委第方の項長は条の含七の
る第九法九もを二項法法そ委員百支長の官地の委む条事
。三条第条の除章若第第の員会二分、職官方委員。（務
十第二第をくかし九八事会の十部同、房事員会）宮局
三一十一、。らく条条務の事号局条同、務会のの内の
条項七項警）第はのの局事務）の第法侍所の事地庁長
第の条の察に四第地三の務局第長二第従若事務方法、
一附第長法定章二方の長総若七又項十職し務局支第内
項属一官（めの項支特、局し条はの六等く総若分十閣
の機項官昭る二の分別同のくの国機条若は局し部八府
地関、房和権ま職部の法長は官家関第しそ若く局条設
方又第若二限でに局機第、そ房行の一くのしはの第置
機は二し十又（委の関八同の、政長項は支くそ長一法
関同十く九は法任長若条法官局組若の部所はの、項第
の法八は年事第す若しの第房若織し機ののそ官内に四
長第条局法務十るしく二八若し法く関長長の房閣お十

３ ２
任条項条百ちびが同の設審は部和法く法内、く置準若機

（す第若第六そ法警で法事等議部の二第は第庁局は法用し関
略る一し二十の第察き第務機会の長十十そ十法、部第すく若
）こ項く項二所四庁る二局関等長、三七の四第部の五るはし
と若はの号掌章長。十のの若、同年条事条三若長十場第く
がし第部）に第官条長長し同条法の務第条し、二合五は
でく二、第係四は第、、く条の律地局一のく同条を十そ
きは十同十る節、一同同はの委第方の項長は条の含七の
る第九法九もを法項法法そ委員百支長の官地の委む条事
。三条第条の除第若第第の員会二分、職官方委員。（務
十第二第をく二し九八事会の十部同、房事員会）宮局
三一十一、。章く条条務の事号局条同、務会のの内の
条項七項警）かはのの局事務）の第法侍所の事地庁長
第の条の察にら第地三の務局第長二第従若事務方法、
一附第長法定第二方の長総若七又項十職し務局支第内
項属一官（め四項支特、局し条はの六等く総若分十閣
の機項官昭る章の分別同のくの国機条若は局し部八府
地関、房和権ま職部の法長は官家関第しそ若く局条設
方又第若二限でに局機第、そ房行の一くのしはの第置
機は二し十又（委の関八同の、政長項は支くそ長一法
関同十く九は法任長若条法官局組若の部所はの、項第
の法八は年事第す若しの第房若織し機ののそ官内に四
長第条局法務十るしく二八若し法く関長長の房閣お十
に三第、律の条こくはの条しく（は若、、官若府い三
委十一同第う及とはそ施のくは昭同し同宮房し設て条
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○
第

四三二 一とめる一（
独

四第トヘホニハロイて号にする法条個
立

道条国一旅岐行形顔Ａ総で供次る文律人
行路に民項券指及手の歩状発虹の顔）細務あすに。字（独識
政交規年第法紋びの態行及声彩部のを胞省っる掲、以立別
法通定金一（又端ひ様のびのの位骨構か令てたげ番下行符
人法す法号昭は点ら際そ際表の格成らで、める号「政号
等（る（の和掌に又ののの面位及す採定特に身、法法）

改の昭基昭旅二紋よは姿変声の置びる取め定変体記」人
保和礎和券十っ手勢化帯起及皮塩さるの換の号と等
有三年三の六ての及の伏び膚基れ基個し特そいの
す十金十番年定甲び振に形ののた準人た徴のう保

正る五番四号法ま若両動よ状色配デにを文の他。有
個年号年律るし腕、りに並列オ適識字いの）す
人法法第そくの声形よびキ合別、ず符第る
情律律二のは動門成っにシすす番れ号二個

案報第第百静指作のさて目リるる号かは条人
の百百六脈の、開れ定、ボもに、を、第情
保五四十の皮歩閉るま鼻核の足記電次三報
護号十七形下幅並線る、酸り号子に項の
に）一号状のそび状容口（るそ計掲の保
関第号）静のにの貌そ別もの算げ政護

九） 他声模 す第脈 の名の他機る令に
十第六のの道様 る他Ｄとののもで関

法三十条分歩ののＮし符用の定す
律
施

〔 行
新 令
設 （
〕 平

成
十
五

現年
政
令
第
五
百
四

（十
行傍九

線号
部）
分（
は第
改二
正条
部関
分係
））

- 12 -



第
三 二一はげ二（八 七六五
結他わすこ）犯る条要文ハロイ、る）の七条

健果のれる本とそ身罪事配字そ条法）番も次第利行条住第
康検た者人。の体の項法慮、の第介律高第国号のに二用政第民一
診査疾（に他障経の第個番他三護第齢九民、と掲条等手十基項
断（病次対の害歴い二人号前項保八者条健記なげ第に続三本第
等同の号し総、にず条情、各の険十の第康号るる五関に号台一
の号予にて務知該れ第報記号被法号医二保そよ証項すおに帳号
結に防お医省的当か四）号に保（）療項険のう明にるけ規法の
果お及い師令障すを項そ準険平第のの法他に書規法る定（免
にいびてそで害る内ののず者成五確被（の記に定律特す昭許
基て早「の定、も容政他る証九十保保昭符載そす（定る和証
づ「期医他め精のと令のも年四に険和号さのる平の住四の
き健発師医る神をすで符の法条関者三れ発個成個民十番
、康見等療心障除る定号と律第す証十た行人二人票二号
又診の」に身害く記めし第三る三総を番十をコ年
は断たと関の（。述るて百項法年務受号五識ー法
疾等めい連機発）等記総二の律法省け年別ド律
病」のうす能達と（述務十被（律令る法す第
、と健。るの障す本等省三保昭第で者律る八
負い康）職障害る人は令号険和百定ご第た十
傷う診に務害を。の、で）者五九めと二め一
そ。断よにが含病次定第証十十るに十の号
の）そり従あむ歴にめ十七二文異七番）
他のの行事る。又掲る二年号字な号号第

〔
新
設
〕
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第２ 第 第
五（～、条個条四（検的識則れ三（ 五四
条法５個に人第条個索に別にに条独のて三がえ剤りの
第 人お情二人を構加従含立保、条本行、本が心心

法十（情い報項独情容成工っま法行護調第人わ勾人行身身
第一略報てフ各立報易し情てれ第政事査一をれ留をわのの
十条）フ同ァ号行フにた報整る二法件、項少た、被れ状変
一第 ァじイに政ァす情を理独条人に観に年こ公疑た態化
条一 イ。ル掲法イる報容す立第等関護規法と訴者このを
第項 ル）簿げ人ルたの易る行十非すの定（。の又と改理
一第 簿をにる等簿め集にこ政項識る措す昭提は。善由
項九 を保掲もはのの合検と法第別手置る和起被のと
第号 作有載の、作も物索に人二加続、少二そ告たし
九の 成すし及個成のですよ等号工が審年十の人めて
号政 しるなび人及をあるり非の情行判又三他との、
の令 なにい同情び有っこ特識政報わ、は年のし指本
政で け至も条報公すてと定別令フれ保そ法刑て導人
令定 れっの第フ表る、がの加でァた護の律事、又に
でめ ばたを三ァ）も目で独工定イこ処疑第事逮は対
定る なと除項イの次き立情めルと分い百件捕診し
め事 らきくのルと、る行報る）。その六に、療て
る項 なは。規（す索よ政をものあ十関捜若医
事） い、以定法る引う法一の他る八す索し師
項 。直下に第。そに人定はの者号る、く等
は ちこよ十の体等の、少と）手差はに
、 にのり一他系非規こ年し第続押調よ

第２ 第
二（～け至も条法法一（ 〔
条法５れっの第」人条個 新
第ばたを三と等人 設

法十（なと除項いの独情 〕
第一略らきくのう保立報
十条）なは。規。有行フ
一第い、以定）す政ァ
条一。直下に第る法イ
第項ちこよ十個人ル
一第にのり一人等簿
項九、条個条情はの
第号個に人第報、作
九の人お情二の個成
号政情い報項保人及
の令報てフ各護情び
政でフ同ァ号に報公
令定ァじイに関フ表
でめイ。ル掲すァ）
定るル）簿げるイ
め事簿をにる法ル
る項を保掲も律（
事）作有載の（独
項 成すし及以立
は しるなび下行
、 なにい同「政
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第第
三二 一フ七イ（六（二一次

にそ関ルらハロイイにすでァ条ル法条法るい同に
よの法すでハ法くたル掲るあ次イ）第第とて法項法掲
る利第るあま第は法イめ行をげ事っのル法十（十き、第第第げ
公用二事っで十ロ第にに政含る項ていは第一略一は第二二二る
表目条項てに一に十掲労機む者又、ず、十条）条、七条号条事
に的第又、掲条掲一げ務関。のは専れ次一第第そ条第に第項
係及六は専げ第げ条るにが）採こらかに条二二の第六係六と
るび項こらる二る第者服雇用れそに掲第項項旨三項る項す
法記第れそ者項者二ですいのらの該げ二第第号第個第る
第録二らのを第の項ある入たに人当る項八七に一人一。
二範号に人併一被第っもれめ準事す個第号号規号情号
条囲に準事せ号扶一たのるのず、る人八のの定に報に
第が係ず、てに養号者者試る給者情号政政す係フ係
六法るる給記規者にで験事与に報の令令るるァる
項第個事与録定又規あに項若係フ政でで個個イ個
第十人項若すすは定っ関をしるァ令定定人人ル人
一一情をしるる遺すてす記く個イでめめ情情の情
号条報記く個者族る国る録は人ル定るる報報別報
に第フ録は人及者以個す福情とめ個数フフフ
係一ァす福情び又外人る利報する人）ァァァ
る項イる利報前はの情も厚フる個情 イイイ
個のルも厚フ号イも報の生ァ。人報 ルルル
人規での生ァイ若のフ（にイ情フ がに又
情定、にイかしのァイ関ル報ァ あつは

第第
三二 一フ四イ（三（二一次

にそ ァ条ル法条法るい同に
よの法（ （イ）第第とて法項法掲
る利第同 同ル法十（十き、第第第げ
公用二上 上は第一略一は第二二二る
表目条） ）、十条）条、四条号条事
に的第 次一第第そ条第に第項
係及四 に条二二の第四係四と
るび項 掲第項項旨三項る項す
法記第 げ二第第号第個第る
第録二 る項八七に一人一。
二範号 個第号号規号情号
条囲に 人八のの定に報に
第が係 情号政政す係フ係
四法る 報の令令るるァる
項第個 フ政でで個個イ個
第十人 ァ令定定人人ル人
一一情 イでめめ情情の情
号条報 ル定るる報報別報
に第フ とめ個数フフフ
係一ァ する人）ァァァ
る項イ る個情 イイイ
個のル 。人報 ルルル
人規で 情フ がに又
情定、 報ァ あつは
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第 ３ ２第
一なに九（信）計情政情めは、び八（

者、令カ利行記名ら掲条開回と算報第法報る閲文に前条開の報
等日第ー用政載及開なげ示線開機処一人に方覧書第項示フ
の本三ド等手さび示いる開請で示（理項等つ法又又十第（請ァ
出国百、に続れ住請。書示求接を入組第がいをはは五一略求イ
入と十出関にて所求類請に続受出織二定てい写図条号）書ル
国の九入すおい又書の求おしけ力」号めはいし画第、のの
管平号国るけるはにいをけたる装と及る法、のに一第記利
理和）管法る運居記ずする電者置はび方第電交記号十載用
に条第理律特転所載れる本子のを、第法二磁付録に条事目
関約十及第定免とさか者人情使含独十を十的のさお第項的
すに九び二の許同れをは確報用む立条い四記方れい一）及
る基条難条個証一て提、認処に。行第う条録法てて項 び
特づの民第人、のい示独手理係以政一。第にとい「第 記
例き三認七を健氏るし立続組る下法項一記しる開一 録
法日に定項識康名開、行等織電こ人第項録て保示号 範
（本規法に別保及示又政）を子の等四のさ独有の及 囲
平の定（規す険び請は法い計項の号規れ立個実び の
成国す昭定るの住求提人う算に使に定て行人施第 範
三籍る和すた被所を出等。機お用おにい政情の二 囲
年を在二るめ保又すしにといにいよる法報方項 内
法離留十個の険はるな対をて係てり保人に法第 で
律脱カ六人番者居者けし電同る「独有等つ」一 あ
第しー年番号証所のれ、気じ電電立個がいと号 る
七たド政号の、が氏ば次通。子子行人定ては並 も

第 ３ ２第
一なに六（信）計情政情めは、び五（

約十及第利行記名ら掲条開回と算報第法報る閲文に前条開の報
に九び二用政載及開なげ示線開機処一人に方覧書第項示フ
基条難条等手さび示いる開請で示（理項等つ法又又十第（請ァ
づの民第に続れ住請。書示求接を入組第がいをはは二一略求イ
き三認七関にて所求類請に続受出織二定てい写図条号）書ル
日に定項すおい又書の求おしけ力」号めはいし画第、のの
本規法にるけるはにいをけたる装と及る法、のに一第記利
の定（規法る運居記ずする電者置はび方第電交記号七載用
国す昭定律特転所載れる本子のを、第法二磁付録に条事目
籍る和す（定免とさか者人情使含独七を十的のさお第項的
を在二る平の許同れをは確報用む立条い四記方れい一）及
離留十個成個証一て提、認処に。行第う条録法てて項 び
脱カ六人二人、のい示独手理係以政一。第にとい「第 記
しー年番十を健氏るし立続組る下法項一記しる開一 録
たド政号五識康名開、行等織電こ人第項録て保示号 範
者、令カ年別保及示又政）を子の等四のさ独有の及 囲
等日第ー法す険び請は法い計項の号規れ立個実び の
の本三ド律るの住求提人う算に使に定て行人施第 範
出国百、第た被所を出等。機お用おにい政情の二 囲
入と十出二め保又すしにといにいよる法報方項 内
国の九入十の険はるな対をて係てり保人に法第 で
管平号国七番者居者けし電同る「独有等つ」一 あ
理和）管号号証所のれ、気じ電電立個がいと号 る
に条第理）の、が氏ば次通。子子行人定ては並 も
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第 ２第２
は、二十（二 一合事れ十（～二
、当項一第にの報事所有の項て開条法５立開、こたの十
開該の条三掲前旨の務に個開区はい示第行示又前と書他一
示第規者げ号及開所お人示分、る請（十（政請は号を類法号
請三定独にるにび示にけ情請に前場求略八略法求提に確で律）
求者に立対事掲前をおる報求応項合書）条）人を出掲認あ又第
にによ行す項げ項実け開の書じのにに第等すすげすっは七
係関り政るる各施る示開に、規お第一がるるるるてこ条
るす、法通場号す開に示記当定け八項適者こ書に、れ第
保る同人知合にる示つを載該にる条の当がと類足当に一
有情条等に以掲このい実さ各か法第政と本がをり該基項
個報第は当外げと実て施れ号か第一令認人でやる開づに
人の一、たのるが施はすたにわ十項でめできむも示く規
情内項法っ場事でを、る開定ら八各定るあなをの請命定
報容に第て合項き希開こ示めず条号め書るい得求令す
のを規二の る望示とのる、第にる類こ場なをのる
本通定十注そ場す請が実事次一掲事と合いす規特
人知す三意の合る求で施項の項げ項をに理る定別
のする条）旨に日書きのと各のる）確あ由者に永
権る第第及限ににる方す号政事 認っにがよ住
利に三一びる保記場法るに令項 すてよ本り者
利当者項前。有載合に。掲でが るはり人交証
益たに又項）個さ（よげ定記 た、提で付明
をっ対は各人れ事るるめ載 め当示あさ書
不てし第号そ情た務保場るさ 独該しるれそ

第 ２第２
個報項八（二 一合事れ七（～二
人のの条第 の項て開条法５ り該基項関
情内規三（ （区はい示第 （る開づにす
報容定独者同 同分、る請（十（同も示く規る
のをに立に上 上に前場求略八略上の請命定特
本通よ行対） ）応項合書）条））求令す例
人知り政す じのにに第 をのる法
のす、法る 、規お第一 す規特（
権る第人通 当定け五項 る定別平
利に三等知 該にる条の 者に永成
利当者はに 各か法第政 がよ住三
益たに、当 号か第一令 本り者年
をっ対法た にわ十項で 人交証法
不てし第っ 定ら八各定 で付明律
当は、二て めず条号め あさ書第
に、当十の る、第にる るれそ七
侵開該三注 事次一掲事 こたの十
害示第条意 項の項げ項 と書他一
し請三第） と各のる） を類法号
な求者一 す号政事 確で律）
いにに項 るに令項 認あ又第
よ係関又 。掲でが すっは七
うるすは げ定記 るてこ条
に保る第 るめ載 に、れ第
留有情二 場るさ 足当に一
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第第第 ２第第第
も停は合、十に（十（十（な第第十十（十（十（当
の止、に訂七係訂六写五法い二八八第四開三法二法に
と請訂お正条る正条し条第。十条条十条示条第条第侵
す求正い請規請の二四第第条の二二害
るに請て求第定求（送（十条一一第（実（十（十し
。つ求、及九の等略付略四第項項二略施略三略三な
いに同び条準に）の）条三各の項）の）条）条い
てつ条利（用関求第項号規第方第第よ
はい第用第）すめ三のに定一法二一う
「て三停四る）項規掲に号等項項に
第は項止項開 の定げよにののの留
三「中請及示 政にるる掲申政政意
十第「求び請 令よ事通げ出令令し
六二第に第求 でる項知る）ででな
条十十つ五に 定申をが場 定定け
第七二い項お め出変あ合 めめれ
二条条てをけ るは更っに るるば
項第第準除る 事、した該 事事な
」二二用く本 項すな場当 項項ら
と項項す。人 ）るい合す ））な
読」」る）確 ことにる い
みとと。の認 ときお旨 。
替、あこ規手 をはいの
え利るの定続 要、て法
る用の場は等 し法、第

第第第 ２第第第
も停は合、十に（十（十（な第第十十（十（九（意
の止、に訂四係訂三写二法い二五八第一開条法条法し
と請訂お正条る正条し条第。十条条七条示第第な
す求正い請規請の二四第第条の（二（二け
るに請て求第定求（送（十条一一第（実略十略十れ
。つ求、及六の等略付略四第項項二略施）三）三ば
いに同び条準に）の）条三各の項）の条条な
てつ条利（用関求第項号規第方第第ら
はい第用第）すめ三のに定一法二一な
「て三停四る）項規掲に号等項項い
第は項止項開 の定げよにののの。
三「中請及示 政にるる掲申政政
十第「求び請 令よ事通げ出令令
六二第に第求 でる項知る）でで
条十十つ五に 定申をが場 定定
第七二い項お め出変あ合 めめ
二条条てをけ るは更っに るる
項第第準除る 事、した該 事事
」二二用く本 項すな場当 項項
と項項す。人 ）るい合す ））
読」」る）確 ことにる
みとと。の認 ときお旨
替、あこ規手 をはいの
え利るの定続 要、て法
る用の場は等 し法、第
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２ 第
四三二一の人三二一項三行十及人（
イ定二法政等法イは年政八び等法

意ル法を項人法法令の第意ル法法、法法条第の第
見の第適第等第第で保四見の第第次律人二保四
書記四用一の四四定有十書記四四に第等法項有十
を録十す号保十十めす四を録十十掲百の第のす四
提項四る又有四四るる条提項四四げ四保四政る条
出目条理はす条条事情の出目条条る十有十令情の
すの由第るのの項報八すのの事号す四で報八
る五二情八五はの第る五五項）る条定の第
場第号報第第、公一場第第と第情のめ公一
合一のの一一次開項合一一す十報八る開項
の項規公項項にににの項項る四の第事にに
提の定開にの掲関お提のの。条公一項関お
出提のにお提げすい出提提第開項）すい
先案適関い案るるて先案案一ににるて
及に用すての事法準及にの項関お法準
び係のる準年項律用び係年のすい律用
提る区法用月と第す提る月政るて第す
出個分律す日す十る出個日令法準十る
期人及第るる四独期人で律用四独
限情び十独。条立限情定（す条立

報当四立第行報め平る第行
フ該条行二政フる成独一政
ァ規第政項法ァ事十立項法

〔
新
設
〕
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○
（
略鉱
）業
登
録
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
十
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略漁
）業
登
録
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略鉱
）害
賠
償
登
録
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
十
七
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略ダ
）ム
使
用
権
登
録
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略特
）定
鉱
業
権
関
係
登
録
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略動
）産
・
債
権
譲
渡
登
記
令
（
平
成
十
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略後
）見
登
記
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
十
四
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略船
）舶
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略公
）共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
六
号
）
（
第
三
条
関
係
）
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○
（
略個
）人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
四
号
）
（
第
四
条
関
係
）
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○
（一法
略号の出
））一入
（部国
附を管
則改理
第正及
二すび
条る難
関等民
係の認
）法定
律法
の及
施び
行日
に本
伴国
うと
関の
係平
政和
令条
の約
整に
備基
及づ
びき
経日
過本
措の
置国
に籍
関を
す離
る脱
政し
令た
（者
平等
成の
二出
十入
三国
年管
政理
令に
第関
四す
百る
二特
十例
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○
（
略復
）興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）
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○
（）
略（行
）附政
則手
第続
四に
条お
関け
係る
）特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
五
十
五
号
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○
（備す
略にる行
）関た政
すめ手
るの続
政番に
令号お
（のけ
平利る
成用特
二等定
十にの
七関個
年す人
政るを
令法識
第律別
三のす
百施る
一行た
号にめ
）伴の
（う番
附関号
則係の
第法利
五律用
条の等
関整に
係備関
）等す
にる
関法
す律
る及
法び
律行
の政
施手
行続
にに
伴お
うけ
総る
務特
省定
関の
係個
政人
令を
の識
整別




